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dT-(告 )rdH (告 )tdr
dci -(也 )dH (-ei )dr
at r ar i
du-(普 )rdtI (豊 )tdr
dh-(意 ),dt･(豊 )tdr
ds-(告 )r dt･ (告 )idr











































































位置 γ と時刻 とさえ与えれば決まるというのが線形の非平衡熱力学の立場であるが,このとき
には, (2)から(8)式は,変数 γ とまに関して完全微分であるということができる｡ このた
めの条件は次のように与えられる｡

























つ意味は,例えば温度の空間勾配Xlに共役な熱エネルギーの流れ 右 の生じている系に, 浮
力をもたらすような密度勾配Ⅹ2が生じている場合,Xlとともに大きくなるx2がある臨界値





























忘 xl -芸 xl +笠 ㌫ xl
石 Ⅹ1 +豊 芸 xl ･意 LYxl +豊 富 xl
∂






忘 x1 - -宝 ▽lnT (▽ :ナブラ)































dPl-宝 tJRdrJl(R)xl(R))Rdt･急 JRdrJl(R)Xl(R)Jt dR

















































一つの線形の非平衡系 に 注 目 す る と,運動しながらのエントロピー生成の時間変化は,実質
微分をとることによって 次 の よ うに表わすことができる｡
d dR a
石 Pl-右手 義 Pl
dX ∂
訂 TxPl･票 意 pl (34)
ここで,運動速度はいつでも対流運動の方向に沿っているとして次のように決めておく｡
J2-豊 ,0,J2(X)-S ,0,J2(Y)-器 >o (35)
∫2(Ⅹ)とJ2(y)は,それぞれ水平運動 と垂直運動の速度を意味している｡ (34)式を,
熱力学的力または温度勾配の関数として表わすと次のようになる｡
告 pl -J2(X'STx(JRdrLllX臣 J2(Y'忘 (idrLllX壬) (36)
-J2(X)宝 (IRdrLll(-慧 IT-)21+J2(Y)宝 tIRdrLll(二警 )2才
対流系が定常状態にあるものとすると,熱力学的力の全微分は空間に関する項だけを考慮すれ
ば良い｡すなわち



















部熱源の温度 Tlに近 くなるであろうから, そのときの熱力学的力は
Ⅹ1(Ⅹf) =





AXl-Jxf(盟 ) dX=土五二 上空旦 < o (41)




AXl-JYf(盟 )dY-Xl(Yfト xl(Yi) (42)
Yi aY i













AXl -/YiYf(昔 )i dY一士 l aIr--!nl1-,0 (45)
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† 本稿は1983年 12月12日,基研研究会 ｢非線形緩和過程の統計物理｣ において行なった報告にもと
づ く｡
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